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--・-

東京水産大学の海鷹丸による南 ます。大きさ も、羽色も北洋のコア

南極海のアホウドリ 極海の調査航海 (1980/1981)におい ホウドリ(生命展示室に展示中)に

ワタリアホウドリ(上)
て海鳥の研究者として参加した際 よく{以ていますので、ち ょっと眺め

Diom.edea exulans 
に撮影しました。 てみてください。

マユグロアホウドリ(下) ワタリアホウドリ(上)の翼開長 アホウ ドリ科の鳥は 2属 13種か

Diomedea m.elanophris は大型のものでおよそ 3mに達し、 らなる大型の海鳥です。このうち

中村一恵撮影 飛ぶ鳥としては世界最大種です。 3種が北洋に、 9種が南太洋に生息

マユグロアホウドリ(下)は、ワ しています。残る 1種は赤道直下の

中村一恵(非常勤学芸員)
タリアホウドリより小型ですが、そ ガラパゴス諸島に固有のガラパゴ

れでも翼関長は、 2_3-2.4 mもあり スアホウド リです。
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